
3-243-485-04(1)

ICレコーダー

お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、
火災や人身事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取
り扱いかたを示しています。この取扱説明書をよくお読みのうえ、
製品を安全にお使いください。

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してく
ださい。

取扱説明書
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安全のために

事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。

• 安全のための注意事項を守る
• 故障したら使わない
• 万一異常が起きたら、お買い上げ店またはソニーサービス窓口に修
理を依頼する

警告表示の意味
この取扱説明書では、次のような表示をしてい

ます。表示の内容をよく理解してから本文をお

読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電

などにより死亡や大けがなど人身事故の原因と

なります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその

他の事故によりけがをしたり周辺の家財に損害

を与えたりすることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づ
くクラスB情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的
としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用さ
れると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい
取り扱いをしてください。
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各部のなまえ ............................................................................................... 63
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索引 .............................................................................................................. 66

• 本製品の不具合により、録音ができなかった場合、および録音内容が破損または消去
された場合、録音内容の補償についてはご容赦ください。

• 本製品を使用したことによって生じた金銭上の損害、逸失利益および第三者からのい
かなる請求につきましても、当社は一切その責任を負いかねます。

• 録り直しの聞かない録音の場合は、必ず事前にためし録りをしてください。
• あなたが録音したものは個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断
で使用できません。

この説明書はICD-S1、ICD-S3、ICD-S7共用です。ICD-S7はICD-S1とは録音時間が
異なるセットです。また、ICD-S3は、ICD-S1本体にACパワーアダプター、エレクト
レットコンデンサーマイクロホン、アプリケーションソフト（CD-ROM）、USBケーブ
ル、キャリングケース、ウインドスクリーンが付属されたセットです。（ICD-S3には、ハ
ンドストラップは付属されていません。）

目次（つづき）
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下記の注意事項を守らないと火災・感電に
より死亡や大けがの原因となります。

運転中は使用しない
• 自動車、オートバイなどの運転をしながらヘッ
ドホンやイヤホンなどを使用したり、細かい操
作をしたり、表示画面を見ることは絶対におや
めください。交通事故の原因となります。

• また、歩きながら使用するときも、事故を防
ぐため、周囲の交通や路面状況に充分ご注意
ください。

内部に水や異物を落とさない
水や異物が入ると火災や感電の原因となりま
す。万一、水や異物が入ったときは、すぐに電
池を抜き、お買い上げ店またはソニーサービス
窓口にご相談ください。

湿気やほこり、油煙、湯気の多い場所や、
直射日光のあたる場所には置かない
火災や感電の原因となることがあります。
とくに風呂場では絶対に使用しないでください。

国内専用機は海外で使用しない
ACパワーアダプターは、日本国内専用です。
交流100Vの電源でお使いください。海外など
で、異なる電源電圧で使用すると、火災・感電
の原因となります。

指定以外のACパワーアダプター、コードな
どを使わない
破裂・液漏れや、過熱などにより、火災、けが
や周囲の汚損の原因となります。

雷が鳴りだしたら、電源プラグに触れない
感電の原因となります。

*ACパワーアダプターは、ICD-S3にのみ付属しております。
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下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の家財に
損害を与えたりすることがあります。

内部を開けない
感電の原因となることがあります。内部の点
検や修理はお買い上げ店またはソニーサービ
ス窓口にご相談ください。

大音量で長時間つづけて聞きすぎない
耳を刺激するような大きな音量で長時間つづ
けて聞くと、聴力に悪い影響を与えることが
あります。とくにイヤホンで聞くときにご注
意ください。呼びかけられて返事ができるく
らいの音量で聞きましょう。

はじめからボリュームを上げすぎない
突然大きな音がでて耳を痛めることがありま
す。

ぬれた手でACパワーアダプターをさわら
ない
感電の原因となることがあります。

通電中のACパワーアダプターに長時間ふ
れない
長時間皮膚がふれたままになっていると、低
温やけどの原因となることがあります。

本体やACパワーアダプターを布団などで
おおった状態で使わない
熱がこもってケースが変形したり、火災の原
因となることがあります。

*ACパワーアダプターは、ICD-S3にのみ付属しております。
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電池についての安全上のご注意
液漏れ・破裂・発熱・発火・誤飲による大けがや失明を避けるため、下記の
ことを必ずお守りください。

• 小さい電池は飲み込む恐れがあるので、乳幼児の手の届くところに置かな
い。万が一飲み込んだ場合は、窒息や胃などへの障害の原因になるので、直
ちに医師に相談する。

• 機器の表示に合わせて＋と－を正しく入れる。
• 充電しない。
• 火の中に入れない。分解、加熱しない。
• コイン、キー、ネックレスなどの貴金属と一緒に携帯・保管しない。ショー
トさせない。

• 火のそばや直射日光のあたるところ・炎天下の車中など、高温の場所で使
用・保管・放置しない。

• 外装のビニールチューブをはがしたり傷つけたりしない。
• 指定された種類以外の電池は使用しない。
• 液漏れした電池は使わない。

充電式電池、乾電池が液漏れしたときは
充電式電池、乾電池の液が漏れたときは素手で液をさわらない
液が本体内部に残ることがあるため、テクニカルインフォメーションセン
ターまたはソニーサービス窓口にご相談ください。
液が目に入ったときは、失明の原因になることがあるので目をこすらず、す
ぐに水道水などのきれいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けてくだ
さい。
液が身体や衣服についたときも、やけどやけがの原因になるので、すぐにき
れいな水で洗い流し、皮膚に炎症やけがの症状があるときには医師に相談し
てください。

そのときに異常がなくても、液の化学変化により、時間がたってから症状が
出てくることもあります。

• 使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないときも取りはずす。
• 新しい電池と使用した電池、種類の違う電池を混ぜて使わない。
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B 準備

準備1: 乾電池を入れる

1 電池ぶたを矢印の方向へずらして開ける。

2 単４形アルカリ乾電池（付属）を2本入れ、ふたを閉める。

お買い上げのあと、初めて電池を入れたときや、電池を抜いたまま長
時間お使いにならなかった後に電池を入れたときには、日付表示が点
滅します。「準備2: 時計を合わせる」（11ページ）の手順4～6をご覧
になり、時計を合わせてください。

電池ぶたは落としたり、無理な力
を加えたりするとはずれることが
あります。そのときは上の図のよ
うにはめ直してください。
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準
備

乾電池を交換する時期
電池の残量がなくなってくると、表示窓の表示でお知らせします。
P ご注意

•電池を交換する際、消耗した電池を抜いてから3分以内に新しい電池を入
れないと、時計設定画面（日付表示が点滅）に戻ってしまったり、日付・
時刻が正しく表示されないことがあります。この場合は時計を合わせ直
してください。録音した内容やアラーム設定は消えません。

•本機にはマンガン電池はお使いになれません。
•付属のACパワーアダプター（ICD-S3のみ）または別売りのACパワーア
ダプターAC-E30L使用時は、電池残量表示は表示されません。

電池の残量表示

 : 2本とも新しい電池に交換してください。
　m

 :右の画面が表示され、操作が
できなくなります。

乾電池の持続時間（ソニーアルカリ乾電池LR03(SG)使用時）

録音モード： SPモード LPモード
連続使用の場合 録音時： 約10時間 約12時間

再生時： 約12時間* 約13時間*

＊音量レベルが中間付近で内蔵スピーカーで再生した場合。
＊電池持続時間は使用条件によって短くなる場合があります。

アクセス中のご注意

画面上に「ACCESS」表示が出ている
間や、本体上部の録／再ランプがオレ
ンジに点滅している間は、メモリーへ
アクセス中です。
アクセス中は、乾電池をはずしたり、ACパワーアダプターを抜いた
りしないでください。データが破損するおそれがあります。
P ご注意

用件数が多いと、「ACCESS」表示が長時間表示されることがあります
が、故障ではありません。表示が消えるまでお待ちください。
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準備2: 時計を合わせる
アラーム機能を使用したり、録音した日時を記録するためには、本機の時

計合わせをしておく必要があります。

お買い上げのあと、初めて電池を入れたときや、電池を抜いたまま長時間

お使いにならなかったあとに電池を入れたときは、日時表示が点滅しま

す。手順4から始めてください。

1 シーソーキーをメニュー側に
倒す。
メニュー画面が表示されます。

2 シーソーキーを上下（>/

.）に押して「SET DATE」
を選ぶ。

3 シーソーキー（x•B）を押す。
時計設定画面が表示されます。
「年」の数字が点滅します。

メニュー
側に倒す

シーソーキー

中央（x•B）
を押す

上（>）
に押す

下（.）
に押す
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準
備

4 年月日を合わせる。
1 シーソーキーを上下（>/.）
に押して「年」の数字を選ぶ。

2 シーソーキー（x•B）を押す。
「月」の数字が点滅します。

3 同様にして、「月」「日」を合わせ
る。

4 シーソーキー（x•B）を押す。
「時」の数字が点滅します。

5 時分を合わせる。
1 シーソーキーを上下（>/.）
に押して「時」の数字を選ぶ。

2 シーソーキー（x•B）を押す。
「分」の数字が点滅します。

3 同様にして、「分」を合わせる。

4 シーソーキー（x•B）を押す。
メニュー画面に戻ります。

P ご注意
シーソーキー（x•B）を押さずに1分
以上たつと、時計合わせがキャンセル
され、通常の表示に戻ります。

6 シーソーキーをメニュー側に
倒す。
通常の表示に戻ります。

1 時計設定後、3秒以上何も操作をしないと、現在時刻表示（26ページ）とな
ります。
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用件を録音する
3つのフォルダ（A, B, C）にそれぞれ99件まで用件を録音できま
す。録音には、次の3通りの方法があります。
• 一番最後の部分に録音する
• 録音済みの用件に追加録音する（33ページ）
• 上書き録音する（34ページ）

ここでは、一番最後の部分に自動的に録音する方法を説明します。

B基本的な使いかた

最大録音可能時間

最大録音時間は、全フォルダ合わせて下記のようになります。ひとつ
のフォルダに最大録音時間まで録音することもできます。

SPモード* LPモード** SPとLP混在
ICD-S1/S3 17時間47分 47時間26分 17時間47分～47時間26分の間
ICD-S7 8時間52分 23時間38分 8時間52分～23時間38分の間

* SPモード：標準モード
** LPモード：長時間録音モード

• より良い音質で録音したいときは、SPモードをお使いください。録音モー
ド（SP/LP）の切り換えかたは、52ページをご覧ください。

• 録音を始める前に必ず電池残量表示（9ページ）を確認してください。
• 長時間録音途中の電池交換を避けたいときは、付属のACパワーアダプター
（ICD-S3のみ）または別売りのACパワーアダプターAC-E30Lをお使いく
ださい（55ページ）。

11月1日11:30 11月1日12:00 11月2日10:00

用件1 用件2 用件3

用件1 用件3

空きスペース

用件2

11月4日9:00に録音

2日14時Aさんと
約束

ケイコに
電話

4日までにB銀行
振り込み

田中さんに祝電
を打つこと

用件4用件4

最後の部分に録音される。
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基
本
的
な
使
い
か
た

シーソーキーをフォルダ側に何度か倒して録音
したいフォルダ（A、B、C）を表示させる。

選択されたフォルダ

録音したいフォルダを選ぶ1

録音を始める

録／再ランプ（録音中
は赤く点灯**）

1 停止中に、z録音／録音一時停止ボタンを押す。

z録音／録音一時停止ボタンは、録音中ず
っと押し続ける必要はありません。

2 内蔵マイクに向かって話す。

内蔵
マイク

2

（次ページへ続く）

　
* メニューで設定した表示（26ページ）が表示されます。
** メニューの「LED」を「OFF」に設定しているときは消灯します（48ページ）。

! ご注意
• 録／再ランプが赤またはオレンジに点灯・点滅中は電池をはずしたり、

ACパワーアダプターを抜いたりしないでください。データが破損する
おそれがあります。

• イヤホン/マイクジャックに外部スピーカーまたは接続コードをつない
でいるときは、内蔵マイクでの録音はできません。つないだ機器または
コードをはずしてください。

• 録音中、本機に手などがあたったり、こすったりすると雑音が録音され
てしまうことがあります。ご注意ください。

カウンター表示*

メモリー
残量表示

用件番号

マイク感度表示録音モード表示
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録音を止める3
x停止ボタンを押す。
今録音した用件のはじめで停止します。
次に録音するとき、フォルダが同じ場合は、手
順1は省略できます。

その他の操作

録音を一時停止する* z録音／録音一時停止ボタンを押す。
録音一時停止中は録／再ランプが赤く点滅し、
「PAUSE」（録音一時停止）表示が点滅します。

録音一時停止を もう一度z録音／録音一時停止ボタンを押す。
解除する 先ほど録音していた用件に続けて録音することができ

ます。（録音一時停止後、録音を続けず、停止すると
きは、x停止ボタンを押します。）

今録音したばかりの シーソーキー（x•B）を押す。
用件を聞く 録音が解除され今録音した用件のはじめから聞くこと

ができます。

早戻し（レビュー） 録音中または録音一時停止中にシーソーキーを下再生
する （.）に押す。

録音が解除され今録音したところが早戻し（レ
ビュー）再生されます。シーソーキーを元に戻すと、
戻したところから再生が始まります。続けて上書き録
音（34ページ）をしたいときなどに便利です。

* 録音を一時停止して約1時間たつと、録音一時停止は解除され、録音停止に
なります。

用件を録音する（つづき）
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基
本
的
な
使
い
か
た

内蔵マイクの感度を切り換えるには

メニューの中で、用途に合わせてマイク感度（SENSE）の設定がで
きます（52ページ）。録音中でもマイク感度の設定はできます。
H： 会議録音モード。遠くの音や小さい音を録音するとき使いま

す。（例：会議を録音するとき）　

L： 口述録音モード。近くの音や大きい音を録音するとき使いま
す。（例：マイクを口元に近づけて録音するとき）

録音中の音を聞くには—録音モニター
内蔵マイクで録音中は、付属または別売りのイヤホン/ヘッドホンをイ
ヤホン/マイクジャックに差し込むと、録音中の音をつないだイヤホン/
ヘッドホンからモニターできます。モニター音は音量+/－ボタンで調節
できます。（録音レベルは一定です。）
P ご注意

• 録音モニター中に音量を上げすぎたり、イヤホンを本体に近づけすぎた
りすると、イヤホンの音を内蔵マイクが拾い、ピーッという音（ハウリ
ング）が生じることがあります。

• イヤホン/マイクジャックに外部マイクまたはダビング用ケーブルをつな
いで録音しているときは、イヤホン/ヘッドホンをつなぐことができませ
ん。そのため、録音モニターはできません。

音がしたとき自動的に録音を始めるには—デジタルVOR機能
メニューの中で、VOR（自動音声録音スタート）機能の設定ができます
（52ページ）。「ON」に設定すると、ある大きさ以上の音をマイクが拾う
と「VOR 」が表示され、自動的に録音が始まります。音が小さくなる
と録音が止まり、「VOR  PAUSE」が表示されます。録音中でもVOR
機能の設定はできます。

P ご注意
VOR機能は周囲の環境に左右されます。状況に合わせてマイク感度を切り
換えてください。マイク感度を切り換えても思いどおりに録音できないと
きや、大切な録音をするときは、VORを「OFF」に設定してください。

（次ページへ続く）
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用件を録音する（つづき）

メモリー残量表示について

残量が減ると、ひとつずつ消えていきます。残り時間が5分を切る
と、メモリー残量表示が点滅します。

さらに残り時間が1分を切ると、残り時間表示も点滅します（26ペー
ジの表示モードの設定には関係なく残り時間表示となります）。

メモリ－がいっぱいになると、自動的に録音が止まり、「ピピピピ」と
いう警告音が鳴り、「FULL」が表示されます。録音を続けるには、不
要な用件をいくつか消去してください（35ページ）。
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外部マイク

（次ページへ続く）

外部マイクや他の機器を使って録音する
外部マイクや他の機器（テープレコーダーや電話など）の音声を本機
で録音したり、本機の音声を他の機器で録音することができます。お
使いになる機器により、次のように接続します。

外部マイクで録音する
本機のイヤホン／マイクジャックにマイクロホン（ICD-S3のみ付属）
をつなぎます。
外部マイクをつなぐと、内蔵マイクは自動
的に切れ、外部マイクの音を録音します。
プラグインパワー対応のマイクを使うと、
マイクの電源は本機から供給されます。

1 お使いになれるマイク
以下のソニー製エレクトレットコンデンサーマイクロホン（モノラルマイ
ク）をお使いいただけます。
• ズームマイク ECM-Z60  （別売り）
• タイピン型マイク ECM-T15、ECM-T115 （別売り）
• ダイレクトインマイク ECM-DM5P  （別売り）/ECM-DM05P（ICD-

S3に付属）

1 ダイレクトインマイクには、ウインドスクリーンが付属されています。マ
イクロホンにかぶせ、風や息がマイクロホンに直接あたるときに発生する
「ボコボコ」という雑音を減らすことができます。

1 外部マイク（ICD-S3に付属）と内蔵マイクの使い方について
• 内蔵マイクは標準感度、全指向性マイクロホンです。口述録音や会議の
録音では内蔵マイクのご使用をおすすめします。 （*口述録音時はマイク
感度（SENSE）を「L」に、会議録音時はマイク感度（SENSE）を「H」
に設定してください。）

• ICD-S3に付属の外部マイク（ECM-DM05P）は高感度で、周囲の音を
抑え、目的の音をクリアに録音する単一指向性マイクロホンです。講
義、講演会の録音やインタビューの録音のときは、外部マイクのご使用
をおすすめします。 （*話者との距離が遠い場合は、マイク感度
（SENSE）を「H」に設定することで、より上手な録音ができます。）
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外部マイクや他の機器を使って録音する（つづき）

他の機器の音声を録音する/本機の音声を他の
機器で録音する
他の機器の音声を録音するには、本機のイヤホン／マイクジャックと
他の機器（テープレコーダーやテレビ、ラジオなど）のイヤホン端子
を、別売りの接続コード（抵抗入り）RK-G64を使ってつなぎます。
他の機器で本機の音声を録音する場合は、他の機器のマイク端子につ
なぎます。

その他の接続方法については、別紙の「ICD知っ得Q&A」をご覧くだ
さい。
! ご注意

ICレコーダーへの入力に抵抗なし接続コードを使用すると音声が途切れて
録音されることがあります。必ず抵抗入り接続コードをお使いください。

電話の音声を録音する
電話の種類に合わせて、以下の別売り機器を使って本機で電話の音声
が録音できます。詳しくは、別紙の「ICD知っ得Q&A」およびお使い
になるアダプターなどの取扱説明書をご覧ください。

電話機： テレホンレコーディングアダプター TL-R10*
*  ホームテレホン、ビジネスホンにはご使用になれません。

テレホンレコーディングアダプター TL-RH30
P ご注意
テレホンレコーディングアダプターは、一部特殊な電話機に
はご使用になれません。

携帯電話： 携帯電話に近づけるとノイズが入るため、録音できません。

テープレコーダー、
テレビ、ラジオ
など
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録音した用件を聞く
あらかじめ録音してある用件を選んで聞くときは、手順1から操作してくだ
さい。今録音したばかりの用件を聞くには、手順3から行ってください。

フォルダを選ぶ

用件番号を選ぶ

1

2

シーソーキーをフォルダ側に何度か倒して
再生したい用件の入ったフォルダを表示さ
せる。

シーソーキーを上下（>/.）に押して、聞きたい
用件の番号を表示させる。
• 上（>）に押す: 次の用件へ
• 下（.）に押す: 前の用件へ

選んだ用件番号

カウンター表示*

フォルダ内の総用件数

選択されたフォルダ

* メニューで設定した表示（26ページ）
が表示されます。

（次ページへ続く）
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再生を始める3
イヤホン／マイクジャック

1 シーソーキー（x•B）を押す。

録／再ランプ（再生中
は緑に点灯**）

2 音量ボタン+/-で音量を調節する。
* メニューで設定した表示（26ページ）が表示され
ます。

** メニューの「LED」を「OFF」に設定しているとき
は消灯します（48ページ）。

カウンター表示*

録音した用件を聞く（つづき）

1つの用件の再生が終わると、次の用件のはじめで停止します。
フォルダ内の最後の用件の再生が終わると、その用件のはじめに戻っ
て停止します。
1 イヤホンやヘッドホンで聞くには

付属のイヤホンまたは別売りのイヤホンやヘッドホンをイヤホン／マイク
ジャックにつないでください。スピーカーからは音が出なくなります。両
耳タイプのイヤホンまたはヘッドホンをつなぐと、両耳から聞こえます。
（ただし、音声はモノラルです。）

1 外部スピーカーで聞くには
別売りのアクティブスピーカーまたはパッシブスピーカーをイヤホン／マ
イクジャックにつないでください。ステレオタイプのアクティブスピー
カーまたはパッシブスピーカーをつなぐと、両チャンネルから聞こえま
す。（ただし、音声はモノラルです。）

! ご注意
• イヤホン／マイクジャックに外部スピーカーや接続コードをつないでい
るときも、本体のスピーカーからは再生音とビープ音は聞こえます。

• 再生中にイヤホン／ヘッドホンを接続するときは、最後までしっかり差
し込んでください。ゆっくり差し込むと、イヤホン／ヘッドホンを差し
込んでも、スピーカーからも音が聞こえてしまうことがあります。その
場合は、もう一度つなぎなおしてください。
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その他の操作

再生の途中で停止し、 x停止ボタンを押す。
用件の頭に戻る
再生の途中、その位置で シーソーキー（x•B）を押す。
停止する もう一度シーソーキー（x•B）を押すと、

止めたところから再生が始まります。
今聞いている用件の シーソーキーを下（.）に短く1回押す。**
頭に戻る*
前の用件、さらに前 シーソーキーを下（.）に短く何回か押す。
の用件に戻る （停止中は押したままにすると、連続して戻ります。）
次の用件に進む* シーソーキーを上（>）に短く1回押す。**
さらに次の用件に進む シーソーキーを上（>）に短く何回か押す。

（停止中は押したままにすると、連続して進みます。）

* ブックマーク（31ページ）を設定してある場合は、用件の頭ではなく、ブックマー
クの位置まで進み/戻ります。

**イージーサーチ（EASY-S）が「OFF」に設定されている場合の操作です。「ON」に
設定されている場合の操作は下記の「聞きたいところをすばやく探すには —イージ
ーサーチ機能」をご覧ください。

用件の再生スピードを調節するには—DPC（デジタル•ピッチ•コントロール）

メニューの中で、DPCの再生スピードを設定しておくと、再生中でも
DPC切り換えスイッチを「入」にして、速聞き（「FAST」と表示）、また
は遅聞き（「SLOW」と表示）ができます（29ページ）。再生中でもDPC
の再生スピードの設定はできます。

フォルダ内の用件を続けて聞くには— 連続再生
メニューの中で、連続再生（CONT）を「ON」に設定すると、フォル
ダ内の用件を連続して再生できます（53ページ）。再生中でも連続再
生の設定はできます。

聞きたいところをすばやく探すには —イージーサーチ機能
メニューの中で、イージーサーチ（EASY-S）を「ON」に設定してお
くと、再生中にシーソーキーを上下（>/.）に何度か押して聞き
たいところまで早送り、早戻しをして聞くことができます（53ペー
ジ）。シーソーキーを下（.）に1回押すごとに約3秒前、上（>）
に1回押すごとに約10秒先を再生します。会議録音などで、聞きたい
ところをすばやく探すのに便利です。

（次ページへ続く）
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録音した用件を聞く（つづき）

再生中に早送り／早戻しするには（キュー／レビュー）

• 早送り（キュー）：再生中にシーソーキーを上（>）に押したまま
にして、聞きたいところで離します。

• 早戻し（レビュー）：再生中にシーソーキーを下（.）に押したま
まにして、聞きたいところで離します。
最初は少しずつ早送り／早戻しされるので、1語分だけ戻したり、送
ったりして聞きたいときに便利です。しばらくそのままにすると、高
速での早送り／早戻しになります。
早送り／早戻し中は、表示モード（26ページ）の設定に関係なく、カ
ウンター表示になります

1 最後の用件の終わりまで再生または早送り（キュー）すると
• 最後の用件の終わりまで来ると、「END」表示が5秒点滅します。
点滅中は録／再ランプは緑に点灯しています（再生音は聞こえません）。

•「END」の点滅と録／再ランプが消えると、最後の用件の頭に戻って止ま
ります。

•「END」の点滅中にシーソーキーを下（.）に押したままにすると、早
戻しされ、離したところから再生が始まります。

• 最後の用件が長時間の用件の場合で、用件中の後ろの方を探して再生し
たい場合は、シーソーキーを上（>）に押し続けていったん用件の最後
まで早送りして、「END」表示の点滅中にシーソーキーを下（.）に押
して聞きたいところまで早戻しして探すと便利です。

• 最後の用件以外の場合は、次の用件の頭に送ってから再生中に早戻しす
ると素早く探せます。

同じ用件を繰り返し聞くには — 1件リピート再生
再生中にシーソーキー（x•B）を1秒
以上押します。「 」が表示され、そ
の用件が繰り返し再生されます。
普通の再生に戻るには、シーソーキー（x•B）を押します。再生を止め
るには、x停止ボタンを押します。

1 指定した区間を繰り返し聞くには（A-Bリピート）
指定したA点とB点間を繰り返し再生できます。32ページをご覧下さい。
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表示窓の見かた
表示窓の各部の名称

1 フォルダ表示
現在選択しているフォルダ
（A、B、C）が表示されます。

2 録音モード表示（12、53ペ
ージ）
現在選択している録音モー
ドが表示されます。

SP：標準モード
LP：長時間録音モード

3 リピート表示（22、32ペー
ジ）

1件リピート、A-Bリピート
再生中に表示されます。

4 マイク感度表示（15、52ペ
ージ）
選択している録音時のマイ
ク感度が表示されます。

H：会議録音モード
L：口述録音モード

5 REC（録音）表示
録音中に表示されます。

6 電池残量表示（9ページ）
電池残量を表示します。AC
パワーアダプター使用時は
表示されません。

7 重要マーク（42ページ）
用件に設定してある重要
マークが表示されます。

8 選んだ用件番号/フォルダ内
の総用件数

9 アラーム表示（44ページ）
用件にアラームが設定され
ているとき表示されます。

0 ブックマーク表示（31ページ）
用件にブックマークが設定さ
れていると表示されます。

qa カウンター、残り時間、録
音日時、現在時刻表示（26
ページ）
メニューで設定した表示が
表示されます。

qs メモリー残量表示（16ペー
ジ） （次ページへ続く）
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フォルダAの21件中21番目の用
件を、録音モード「SP」、マイク
感度「H」で録音中の場合。

DPCスイッチを「入」にして速
聞きを始めた場合。

MODE（録音モー
ド）メニュー

LPモード
選択中。

年月日（2002年5月10日）設定中。

インデックス削除を選んだ場合。

表示窓の見かた（つづき）

x 録音•再生時の表示
通常の録音、再生時には、現在録
音または再生している用件の番
号、録音モード、マイク感度、カ
ウンターなどが表示されます。

録音モード（OVER（上書き録音）/
ADD（追加録音）など）や再生モー
ド（FAST（速聞き）/A-B（A-Bリピ
ート再生）など）は右側に点滅表示
されます。

xメニュー設定時の表示
メニュー項目と設定を表示しま
す。点滅している部分が設定可能
な項目です。

アラーム設定や時計合わせ時は、
右のように時計表示になります。

x 消去、追加時の表示
用件の消去時、ブックマークやイ
ンデックスの追加、消去時には、
点滅して操作を確認します。点滅
中は変更可能です。

表示例
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x 残量の表示
電池残量、メモリー残量、またはフ
ォルダ最後部分などは、右側に点
滅表示されます（FULL（メモリー
残量なし）/END（フォルダの最後
部分）など）。

x エラーメッセージの表示
エラーメッセージやエラー番号
（ERR  01など）を表示します（59
ページ）。

メモリー残量表示（残り時間が1
分を切った場合）。

アクセスエラーメッセージ表示時

エラー番号表示時

表示例
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表示を切り換える
表示を切り換えることができます。停止時、録音時、再生時とも、設
定しておいた表示モードになります。

>

.

x•B

メニュー

COUNTER n REMAIN
        N                    N

REC TIME n REC DATE

2 シーソーキーを上下（>/

.）に押して、「DISPLAY」
を選ぶ。

3 シーソーキー（x•B）を押す。
表示設定画面が点滅表示されま
す。

4 シーソーキーを上下（>/

.）に押して、表示モード
（次ページ）を選ぶ。
表示モードは右の順に切り換わ
ります。

5 シーソーキー（x•B）を押す。

6 シーソーキーをメニュー側に
倒す。
通常の表示に戻ります。

1 現在時刻表示について
停止中に3秒以上何も操作をしない
と、表示モードに関係なく、時刻
表示になります。

1 シーソーキーをメニュー側
に倒す。
メニュー画面が表示されます。

通常表示

現在時刻表示
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次の表示モードから選びます。
x カウンター表示モード(COUNTER)
ひとつの用件の中の経過時間を表
示します 。

x 残り時間表示モード(REMAIN)
再生中はその用件の中の残り時間
を表示します。

録音中、停止中は録音可能な残り
時間を表示します。

x 録音年月日表示モード(REC DATE)
再生または停止中は、用件を録音
した年月日を表示します。録音中
は、現在の年月日を表示します。
（時計を合わせていない場合は、
「--Y--M--D」と表示されます。）

x録音時刻表示モード(REC TIME)
再生または停止中は、用件を録音
した時刻を表示します。録音中
は、現在の時刻を表示します。（時
計を合わせていない場合は、
「--:--」と表示されます。）

（次ページへ続く）
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表示を切り換える（つづき）

表示を消す
本機には、電源スイッチはありません。表示部には常に表示が出てき
ますが、電池の持続時間（9ページ）にはほとんど影響はありませ
ん。
表示を消すには、停止中にホールドスイッチを矢印の方向にずらしま
す。

「HOLD」が3秒点滅し、表示窓の表示が消えます。
表示を出すには、ホールドスイッチの位置を元に戻します。

ホールド
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DPC

（次ページへ続く）

速聞き再生の場合　

遅聞き再生の場合

Bいろいろな再生のしかた

再生スピードを調節する
－DPC（デジタル•ピッチ•コントロール機能）

再生スピードを通常の約2倍（+100%）から半分（-50%）の間で調
節できます。その際、音程はデジタル処理により、自然に近いレベル
で再生します。

速聞きまたは遅聞き再生するには

停止中または再生中にDPCスイッチ
を「入」の位置にして再生します。画
面に「FAST」または「SLOW」が3
秒点滅し、メニューで設定した再生
スピードで用件が再生されます。

通常の再生スピードに戻すには

DPCスイッチを「切」の位置に戻します。

シーソーキー
（メニュー/>/./x•B)
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再生スピードを調節する（つづき）

再生スピードを設定するには

メニューでDPCスイッチを「入」にしたときの再生スピードの設定を
します。設定したスピードは、次に設定し直すまで有効です。

1 シーソーキーをメニュー側に
倒す。
メニューが表示されます。

2 シーソーキーを上下（>/

.）に押して、「DPC」を表
示させ、シーソーキー（x•B）
を押す。
再生スピード設定画面が表示されま
す。表示されている数字は、標準ス
ピードを「0」にした場合のスピード
のパーセンテージ（％）です。

3 シーソーキーを上下（>/

.）に押し、再生スピードを
設定する。
上（>）に押す：速聞き再生
（10%単位で+100%まで）
下（.）に押す：遅聞き再生
（5%単位で-50%まで）

4 シーソーキー（x•B）を押す。
設定したスピードが確定されま
す。

5 シーソーキーをメニュー側に
倒す。
通常の表示に戻ります。
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消去

ブックマークを設定する
ブックマークは用件の途中で設定し、再生時に利用します。設定でき
るブックマークの数は1つの用件に1つずつです。

再生中、または停止中にブックマークをつけたい場所でイン
デックス／ （ブックマーク）ボタンを1秒以上押す。
ブックマーク表示（ と
「BOOKMARK」）が3秒点滅し、ブ
ックマークが設定されます。
すでにブックマ－クの設定された用件に新たに設定すると、古いブッ
クマークは解除され、新しい位置にブックマークが移動します。

ブックマークの位置から再生を始めるには
停止中にシーソーキーを上下（>/.）に押します。ブックマーク
表示が3秒点滅したら、シーソーキー（x•B）を押します。

ブックマークを削除するには
停止中にシーソーキーを上下（>/.）に押してブックマークを消
去したい用件の番号を選び、インデックス／ （ブックマーク）ボタ
ンを押しながら消去ボタンを1秒以上押します。ブックマーク表示と
「ERASE」が点滅中にもう一度消去ボタンを押します。

P  ご注意
ICD-MS1/MS2などで録音されたmsv（ADPCM）ファイルの用件は、
ブックマークは設定できません。

シーソーキー
（>/./x•B)

インデックス/
（ブックマーク）
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指定した区間を繰り返し聞く－A-Bリピート
用件の再生中に、繰り返し聞きたい区間の最初（A点）と最後（B点）
を指定します。

1 再生中にA-B （リピート）／
重要ボタンを短く押して、A点
を指定する。
「A-B B」が点滅します。

2 もう一度A-B （リピート）／
重要ボタンを短く押して、B点
を指定する。
「A-B」と「 」が表示され、指定
した区間が繰り返し再生されます。

普通の再生に戻すには

シーソーキー（x•B）を押します。

A-Bリピート再生を止めるには
x停止ボタンを押します。

P ご注意
• 2件以上の用件にまたがって指定はできません。
• B点を指定しないと、その用件の終わり（またははじめ）が自動的に

B点になります。

A-B （リピート）／
重要

x停止

シーソーキー（x•B)
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z録音／録音一時停止内蔵マイク

録／再ランプ

用件3再生中

追加録音後

用件3

用件3

追加した内容

用件4

用件4

12月1日2時から
企画会議

場所はA会議室

（次ページへ続く）

B用件の編集

録音済みの用件に追加または上書き録音する
P ご注意

•追加･上書き録音する部分は、再生中の用件の録音モード（SPまたはLP）
と同じ録音モードで録音されます。メニューで設定した録音モード（53
ページ）とは異なる場合がありますので、ご注意ください。

•メモリー残量が不足している場合は追加または上書き録音ができませ
ん。詳しくは「故障かな？と思ったら」（57ページ）をご覧ください。

• ICD-MS1/MS2などで録音されたmsv（ADPCM）ファイルの用件は、
追加、上書き録音はできません。

録音済みの用件に追加録音する

用件を再生中に、その用件に追加して録音できます。
新しく追加した内容は、再生中の用件の最後に再生中の用件の一部と
して追加されます。

x停止
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上書き録音を始めたい場所

用件4

用件2に上書き録音された部分

用件2

用件2

2件目で消去される部分

用件3

用件4用件3

録音済みの用件に追加または上書き録音する（つづき）

1 再生中にz録音／録音一時停止ボタンを1秒以上押して録
音を開始する。
「REC」が表示され、「ADD」が3
秒点滅します。録／再ランプは赤
に変わり、その後、再生中の用件
への追加録音が始まります。

2 x停止ボタンを押して録音を止める。

録音済みの用件の途中から上書き録音する
用件の中の指定した場所から、新しい用件を上書き録音できます。
すでに録音してあった部分は消去されます。

1 再生中にz録音／録音一時停止ボタンを短く押す。
「REC」が表示され、「OVER」が
点滅し、録／再ランプが赤く点滅
します。

2 z録音／録音一時停止ボタンを押して録音を開始する。
設定しておいた表示モード（26ページ）に戻り、録／再ランプは
赤く点灯します。

3 x停止ボタンを押して録音を止める。
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録音した用件を消去する
録音した用件を1件ずつ、または1つのフォルダ内の全用件を一度に消去
できます。
! ご注意

一度消去した内容はもとに戻すことはできません。ご注意ください。

1件ずつ消去する
消したい用件だけを消去できます。

用件を消すと、次の用件が自動的に繰り上がるので、間に空白部分は残り

ません。

1 消去したい用件を再生中に消去ボタンを押す。
または、停止中に消去ボタンを１秒以上押す。
用件番号と「ERASE」が点滅
し、消去したい用件のはじめと
終わりの5秒が10回ずつ再生され
ます。

（次ページへ続く）

消去

x停止

消去前

消去後

用件1 用件4

用件1 用件2 用件3

3件目を消去する

用件3

用件の番号が繰り上がる

用件2

用件4

用件5

シーソーキー（フォルダ）
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録音した用件を消去する（つづき）

2「ERASE」の点滅中（用件の再生中）に消去ボタンをもう
1度押す。
用件が消去され、以降の用件番号
が繰り上がります。（例えば、用
件3を消去した場合、用件4だった
ものが用件3になります。消去が
完了すると、消去した用件の次の
用件の頭で停止します。）

1 途中で消去をやめるには
手順2の前にx停止ボタンを押します。

1 他の用件を消去するには
手順1と2を繰り返します。

1 ひとつの用件の一部分だけ消去するには
インデックスを追加（38ページ）して、消去する部分としない部分に分け
てから、消去したい部分の用件番号を選んで前ページの操作をします。
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フォルダの中身を一度に消去する
1つのフォルダの中のすべての用件を一度に消去できます。

1 シーソーキーをフォルダ側に何度か倒して、全用件を消去
したいフォルダを表示させる。

2 x停止ボタンを押しながら、消去ボタンを1秒以上押す。
用件番号と「ALL ERASE」が10
秒点滅します。

3「ALL ERASE」の点滅中に消去ボタンを押す。
フォルダ内の用件が削除されます。
フォルダ自体は削除されません。

1 途中で消去をやめるには
手順3の前にx停止ボタンを押します。
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用件をふたつに分ける／つなげる　
－インデックス追加／削除

ひとつの用件の途中に「インデックス」を追加してふたつに分割した
り、「インデックス」を削除してふたつの用件をひとつにつなげるこ
とができます。
インデックス追加－ 録音または再生中に行います。（下記参照）
インデックス削除－ 停止中に行います。（40ページ参照）

P インデックス追加･削除についてのご注意
• ICレコーダーの録音方式のシステム上の制約により、インデックスの追
加･削除ができなくなることがあります。（61ページ）

• ICD-MS1/MS2などで録音されたmsv（ADPCM）ファイルの用件は、
インデックスの追加･削除はできません。

用件をふたつに分ける （インデックス追加）
録音または再生中、用件に「インデックス」を追加すると用件が分割
され、その場所に新しい用件番号が付きます。会議など1件の用件が
長時間になったとき、インデックスを追加すると再生したい場所がす
ばやく探せ、便利です。インデックスは、分割した用件が入っている
フォルダの用件数が99件になるまで追加できます。
P ご注意

• インデックスを追加するには、メモリーに一定の空き容量が必要です。
詳しくは「システム上の制約」（61ページ）をご覧ください。

• 重要マーク（42ページ）の付いた用件にインデックスを追加した場合、
分割した後ろの用件にも同じ重要マークが付きます。

• ブックマークが設定されている同じ場所にインデックスを追加した場
合、ブックマークは削除されます。

x停止

インデックス／
（ブックマーク）

消去

シーソーキー（>/.）
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録音または再生中に、インデックスを追加したいところでイ
ンデックス／ （ブックマーク）ボタンを押す。
• 録音中に押したときは: 押したとこ
ろから新しい用件番号がつき、その
番号と「ID ADD」が3秒点滅しま
す。2つの用件として録音されます
が、途切れず続けて録音されます。

インデックスを追加

用件1 用件2

用件1 用件2

用件3

用件3 用件4 用件番号が1つずつ増える

1 録音一時停止中でもインデックスを追加できます。

• 再生中に押したときは: 押したとこ
ろで用件が分割され、新しい用件
番号と「ID ADD」が3秒点滅しま
す。以降の用件番号はひとつずつ
送られます。

用件1 用件2 用件3

インデックスを追加
続けて録音される

インデックスを追加した部分を探して聞くには

分割した用件を1件として用件番号がついているので、用件番号を探
すときと同様にシーソーキーの上下（>/.）を押して再生する部
分を探してください。

1 分割した用件を続けて聞くには
メニューで連続再生（CONT）を「ON」にしておくと便利です（53ページ）。

（次ページへ続く）
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用件番号が1つずつ減る

用件1 用件3 用件4用件2

用件2用件1 用件3

インデックスを削除

用件をふたつに分ける／つなげる—インデックス追加／削
除（つづき）

用件をつなげる （インデックス削除）  
「インデックス」を削除することで2つの用件を１つの用件にまとめる
ことができます。

P ご注意
•用件をつなげると、後ろの用件のアラーム設定（44ページ）、重要マーク

(42ページ）、ブックマーク（31ページ）などは削除されます。
•ブックマーク（31ページ）のついた用件の場合、以下の操作でまずブッ
クマークが解除されます。もう一度以下の操作を行うと、インデックス
が削除されます。

1 x停止ボタンを押して停止状態にする。

2 シーソーキーの上下（>/.）を押して、つなげたい2
つの用件のうち、後ろのほうの用件番号を選ぶ。

3 インデックス／ （ブックマーク）ボタンを押しながら消
去ボタンを1秒以上押す。
「ID ERASE 」が10秒点滅しま
す。

4 点滅している間に消去ボタンを押す。
2つの用件が1つの用件にまとまり、用件番号が上図のようにつけ
直されます。

1 途中でインデックスの削除をやめるには
手順4の前にx停止ボタンを押します。
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用件を別のフォルダに移動する
録音済みの用件を、別のフォルダに移動できます。移動すると、もと
のフォルダからその用件はなくなります。

例：フォルダBの3件目の用件をフォルダCに移動する。

1 移動させたい用件を再生する。

2 用件の再生中にシーソーキーを
フォルダ側に何度か倒して移動
先のフォルダを点滅させる。
移動先のフォルダと「MOVE 」が
点滅し、用件のはじめと終わりの

5秒が10回ずつ再生されます。

3 シーソーキー（x•B）を押す。
用件が移動先のフォルダに移動し
ます。そのフォルダの録音日時順
または、重要マーク順にしたがっ
た場所に挿入されます。

1 途中でフォルダの移動をやめるには
手順3の前にx停止ボタンを押します。

x停止

シーソーキー（フォルダ/x•B）
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用件に優先順位をつけて並べ換える－重要マーク
通常、用件は各フォルダの中で録音日時の古い順に番号が付けられて
並んでいます。これを、重要な用件が先に来るように、重要マーク
（★）を付けて並べ換えることができます。
「★★★」（最重要）、「★★」、「★」、無印の4段階に並べ換えることがで
きます。停止中または再生中に操作ができます。

停止中に重要マークを付ける

1 重要マークを付けたい用件を
表示させる。

2 A-B （リピート）／重要ボ
タンを1秒以上押す。
用件番号、「PRIORITY」と★マ
ークが点滅します。

3 点滅している間にA-B （リ
ピート）／重要ボタンを何度
か押して★の数を選ぶ。
点滅から点灯に変わると、設定
が完了し、用件が並び換わりま
す。

A-B （リピート）／重要

x停止

シーソーキー（x•B）
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再生中に重要マークを付ける
1 重要マークを付けたい用件の
再生中にA-B （リピート）／
重要ボタンを1秒以上押す。
用件番号、「PRIORITY」と★マー
クが点滅し、用件のはじめと終わ
りの5秒が10回ずつ再生されます。

2 A-B （リピート）／重要ボタ
ンを何度か押して★の数を選
ぶ。

3 シーソーキー（x•B）を押して
決定する。
設定が完了し、用件が並び換わり
ます。

重要マークの付いた用件は

各フォルダの中で、★の数の多い順
に自動的に並べ換えられます。★の
ない用件は、★のある用件の後ろに
並びます。

1 ★の数が同じ用件が2件以上ある場合
は録音日時の古い順に並びます。

P ご注意
付属（ICD-S3のみ）または別売りのパソ
コン接続キットICKIT-W7に付属のソフ
トウェアDigital Voice Editor上で重要
マークを付けた場合、パソコン上で重要
マーク順にソートしないと、ICレコー
ダーでは重要マーク順には並びません。

1番目

2番目

3番目

例：同じフォルダに用件が
3件入っているとき
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x停止

Bその他の機能

希望の時刻に再生を始める－アラーム再生
あらかじめ設定した時刻にアラーム音とともに用件を再生できます。
特定の日付を指定したり、毎週同じ曜日や毎日同じ時刻に再生するよ
うに設定できます。また、用件の再生をせずにアラーム音だけも鳴ら
せます。
! ご注意

時計を合わせていない場合や、用件が録音されていない場合は、アラーム
設定はできません。

1 アラーム再生したい用件を表
示させる。
（19ページの手順1、2参照）

2 アラーム設定画面を表示する。
1シーソーキーをメニュー側に
倒す。

　メニュー画面が表示されます。

2シーソーキーを上下（>/

.）に押して「ALARM　
OFF」を選ぶ。
すでにその用件がアラーム設
定されていると「ALARM
ON」が表示されます。

シーソーキー（メニュー/>/

./x•B）
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3シーソーキー（x•B）を押す。
アラームの設定画面が表示さ
れます。

4シーソーキーを上下（>/.）
に押して、「ON」を選ぶ。

5シーソーキー（x•B）を押す。
「DATE」が表示されます。

3 アラーム再生する日を設定する。

     日付を指定する場合
1「DATE」が点滅中にシーソ
ーキー（x•B）を押す。
「年」の数字が点滅します
2シーソーキーを上下（>/

.）に押して、年の数字を
選び、シーソーキー（x•B）
を押す。
「月」の数字が点滅します。
3同様にして、「月」、「日」の
の数字を選ぶ。

     週に1回再生したい場合
シーソーキーを上下（>/.）
に押して、希望の曜日（「SUN」
～「SAT」）を選び、シーソーキ
ー（x•B）を押す。

     毎日決まった時刻に再生したい場合
シーソーキーを上下（>/.）
に押して、「DAILY」を選び、シ
ーソーキー（x•B）を押す。

（次ページへ続く）



46

希望の時刻に再生を始める — アラーム再生（つづき）

4 アラーム再生する時刻を設定する。

1シーソーキーを上下（>/.）
に押して、時の数字を選び、シ
ーソーキー（x•B）を押す。
「分」の数字が点滅します。
4シーソーキーを上下（>/

.）に押して、分の数字を選
び、シーソーキー（x•B）を押
す。

5 シーソーキーを上下（>/

.）に押して、「BEEP
PLAY」（アラーム音後に用件を
再生）または「BEEP ONLY」
（アラーム音のみ）を選ぶ。

6 シーソーキー（x•B）を押す。
設定が完了しました。

7 シーソーキーをメニュー側に
倒す。
通常の画面に戻ります。
アラーム設定した用件には「,」
が表示されます。

設定した時刻になると

約10秒間アラーム音が鳴り、選んだ用件の再生が始まります（「BEEP
ONLY」を選んだ場合はアラーム音のみが鳴ります）。
アラーム再生中は、「ALARM」が点滅します。
再生が終わると、自動的に停止します（アラーム再生した用件の頭に
戻ります）。
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¡ アラーム再生された用件をもう一度聞くには
シーソーキー（x•B）を押すと、その用件のはじめから再生されます。

¡ 用件が再生される前に止めるには
アラーム音が鳴っている間にx停止ボタンを押します。ホールドスイッチが
入っていても止められます。

アラーム設定を解除するには

44ページの手順2で、「OFF」を選び、シーソーキー（x•B）を押す。

現在設定内容を変更するには

44、45ページの手順1～3を行い、現在設定されているアラーム再生
時刻が表示されたら、46ページの手順4～7で新しい内容を設定す
る。

! ご注意
•アラーム再生中に別の用件の設定時刻になった場合、用件の途中で次の
アラーム再生が始まります。

•録音中にアラーム設定した時刻になった場合は、「,」表示のみが点滅
し、録音を終了したときにアラームが鳴り始めます。

•録音中に2つ以上のアラーム設定時刻になった場合は、録音終了後に時刻
の早い方の用件のみアラームが鳴ります。

•メニューモード中にアラーム設定時刻になった時はメニューモードが中
止され、アラームが鳴り始めます。

•アラーム設定した用件にインデックスを追加した場合、分けた時点より
前の部分にのみアラーム設定されます。

•アラーム設定した用件のインデックスを削除し、前の用件とつなげた場
合、後ろの用件のアラーム設定は無効になります。

•一度設定したアラームは、アラーム再生を終了した後も設定は解除され
ません。
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録音/再生ランプを消す
録音、再生中など、動作中は録／再ランプが点灯または点滅します。
メニューで、録／再ランプを動作中も消したままに設定できます。

シーソーキー（メニュー/
>/./x•B）

録／再ランプ

1 シーソーキーをメニュー側に
押す。
メニュー画面が表示されます。

2 シーソーキーを上下（>/

.）に押して、「LED ON」
を選ぶ。

3 シーソーキー（x•B）を押す。
録／再ランプ動作設定モードにな
ります。

4 シーソーキーを上下（>/.）
に押して、「OFF」を選び、シー
ソーキー（x•B）を押す。
設定が変更されます。

5 シーソーキーをメニュー側に倒す。
通常の画面に戻ります。

録／再ランプを点灯、点滅させるには

手順4で「ON」を選びます。
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誤操作を防止する－ ホールド機能

ホールドスイッチを矢印の方向にずらします。表示窓に「HOLD」が3
秒点滅し、すべてのボタンが操作できなくなります。
停止中にホールドにすると、「HOLD」が点滅のあと、表示窓の表示
がすべて消えます。

ホールドを解除するには

操作できるようにするには、ホールドスイッチを矢印と反対の方向に
ずらしてください。

¡  ホールド中でもアラーム再生は止められます。
     アラーム再生時、アラーム音や用件再生を止めるときにはx停止ボタンは使
えます（通常の用件再生は停止できません）。

ホールド
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メモリーを初期化する
ICレコーダー内のメモリーを初期化することができます。初期化する
と、用件だけでなく、ICレコーダーに記録された用件以外のデータも
すべて消去されますので、初期化する前に内容を確認してください。

1 シーソーキーをメニュー側に
倒す。
メニュー画面が表示されます。

2 シーソーキーを上下（>/

.）に押して「FORMAT
NO」を選ぶ。

3 シーソーキー（x•B）を押す。
初期化画面が表示されます。

4 シーソーキーを上下（>/

.）に押して、「YES」を選
ぶ。

x停止

シーソーキー（メニュー/>/

./x•B）



51

そ
の
他
の
機
能

5 シーソーキー（x•B）を押す。
確認として画面に「OK」が点滅
します。

6 シーソーキー（x•B）を押す。
初期化が始まります。初期化中
は、「FORMAT」が点滅しま
す。初期化が終わると、
「FORMAT NO」の表示に戻り
ます。

7 シーソーキーをメニュー側
に倒す。
通常の画面に戻ります。

¡ 途中で初期化を中止するには
手順4で「NO」を選ぶか、手順5で「FORMAT OK」の表示中にx停止ボ
タンを押します。

通常画面
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録
音
中

再
生
中

停
止
中

 a － a

 a － a

 a a －

設定を変える－ メニュー一覧

以下の手順にしたがって操作してください。メニューの内容は、以下
の表の通りです。なお、設定できるメニュー項目は、動作モード（停
止中、再生中、録音中）によって異なります。

1 シーソーキーをメニュー側に倒して、メニューモードに入る。
2 シーソーキーを上下（>/.）に押して、設定したい項目を選
び、シーソーキー（x•B）を押す。

3 シーソーキーを上下（>/.）に押して設定し、シーソーキー
（x•B）を押す。

4 シーソーキーをメニュー側に倒して、メニューモードを終了する。
! ご注意

約1分間いずれのキーも押されないと、メニューモードが自動的に解除さ
れ、通常の画面に戻ります。

動作モード（a:設定可能/－:設定不可）b　
　メニュー 設定項目（*:初期設定） 　　　　　　　　

SENSE マイク感度を設定します。
H*： 会議録音モードで録音します。遠くの音

や小さい音を録音するとき使います。
（例：会議を録音するとき）

L： 口述録音モードで録音します。近くの音
や大きい音を録音するとき使います。
（例：マイクを口元に近づけて録音するとき）

VOR VOR（自動音声録音スタート）機能を設定します。
ON： VOR機能が有効になり、ある大きさ以上

の音をマイクが拾うと自動的に録音が始
まり、音が小さくなると録音が止まりま
す。空録音の部分がなくなり、効率の良
い録音をすることができます。

OFF*：VOR機能が無効になり、通常の録音
モードになります。

DPC 再生スピードを設定します。（0%*）
b29ページ参照。
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動作モード（a:設定可能/－:設定不可）b　
　メニュー 設定項目（*:初期設定） 　　　　　　　　

CONT 連続再生を設定します。
ON： フォルダ内の用件を続けて再生します。
OFF*：用件が終わるごとに止まります。

EASY-S イージーサーチを設定します。
ON: 再生中、シーソーキーの上（>）を押

して約10秒進み、または下（.）を押
して約3秒戻ります。

OFF*: シーソーキーの上下（>/.）で用
件を送ります。

BEEP ビープ音（ピッという確認音）を設定します。
ON*： 操作時の受け付け確認音およびエラー音

（ピピピピ）が鳴ります。
OFF： 操作時の受け付け確認音やエラー音が鳴

りません（アラームは鳴ります）。

ALARM アラーム再生を設定します。（ON/OFF*）
b44ページ参照。

FORMAT メモリーを初期化します。（YES/NO*）
b50ページ参照。

SET DATE 時計を設定します。（02Y1M1D*)
b10ページ参照。

DISPLAY 表示モードを設定します。（COUNTER*）
b26ページ参照。

MODE 録音モードを設定します。
SP*： より良い音質で録音できます。
LP： 長時間の録音ができます。

LED 録/再ランプの点灯•消灯を設定します。
（ON*/OFF）
b48ページ参照。

録
音
中

再
生
中

停
止
中

 a a －

 a － －

 a － －

 a － －

 a － －

 a － －

 a a a

 a － －

 a － －
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パソコン

ICレコーダー

USB
端子へパソコンのUSB

ポートへ

接続ケーブル（パソコン接続
キットに付属）

パソコン接続キットを使う
パソコン接続キット（ICD-S3: 付属、ICD-S1/S7: 別売り）を使って
パソコンに接続すると、以下の操作ができます。詳しくは、パソコン
接続キット（ICKIT-W7）の取扱説明書をご覧ください。

• 本機で録音した音声データをパソコンのハードディスクに保存する。
• パソコンに保存したデータを本機に転送する。
• パソコンに取り込んだ用件を電子メールに添付して、声のメールを送る。
• 音声認識ソフトウェア（別売り）と組み合わせて音声を文字化する。

接続図

必要なシステム構成
□ 以下の性能を満たしたIBM PC/AT*およびその互換機

CPU：266MHz以上のPentiumRIIプロセッサ**もしくは同等の性能を有するプロセッ
サ（NEC PC-98シリーズとその互換機、自作PCでは動作保証いたしません。
Macintoshには対応していません。）

RAM容量：64Mバイト以上
ハードディスクの空き容量：70Mバイト以上（音声データの扱い量に比例して多くの

空き容量が必要です。）
ドライブ：CD-ROMドライブ（インストール時）/“メモリースティック”ドライブ（“メ

モリースティック”使用時）
通信ポート：USB（USB端子付きICレコーダー、“メモリースティック”アダプター使用時）
サウンドボード：Sound Blaster 16互換
ディスプレイ：ハイカラー（16ビットカラー）以上、800×480ドット以上

□ OS：Microsoft WindowsR XP Home Edition、WindowsR XP Professional、
WindowsR 2000 Professional、WindowsR Millennium Edition、
WindowsR98、WindowsR98 Second Edition標準インストール***(日本語版)

* IBM、PC/ATは米国International Business Machines Corporationの登録商標です。
** PentiumはIntel Corporationの登録商標です。
*** Microsoft、Windowsは米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登
録商標または商標です。
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ICレコーダー

ACパワーアダプター

DC IN 3V
ジャック

極性統一型プラグ

家庭用電源につないで使う
長時間録音などをする場合は、家庭用電源（コンセント）で使うと、
電池消耗の心配がなく、便利です。

1 DC IN 3Vジャックに、付属のACパワーアダプター
（ICD-S3のみ）または別売りのACパワーアダプターAC-
E30Lをつなぐ。

2 ACパワーアダプターをコンセントにつなぐ。

! ご注意
• この製品には、付属のACパワーアダプター（ICD-S3のみ）または別売
りのACパワーアダプターAC-E30L（極性統一型プラグ･JEITA規格）を
ご使用ください。上記以外のACパワーアダプターを使用すると、故障の
原因となることがあります。

• 録音中（録／再ランプが赤に点灯･
点滅）やアクセス中（録／再ランプ
がオレンジに点滅し、右の画面が表
示中）はACパワーアダプターを抜
かないでください。データが破損す
るおそれがあります。
なお、用件数が多いと、「ACCESS」表示が長時間表示される場合があ
りますが、故障ではありません。表示が消えるまでお待ちください。
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Bその他

使用上のご注意
ノイズについて

•録音中や再生中に本機を電灯線、蛍光灯、携帯電話などに近づけすぎる
と、ノイズが入ることがあります。

•録音中に本機に手などが当たったり、こすったりすると、雑音が録音さ
れることがあります。

ご使用場所について
•運転中のご使用は危険ですのでおやめください。

取り扱いについて
•落としたり、強いショックを与えたりしないでください。故障の原因に
なります。

•次のような場所には置かないでください。
–温度が非常に高いところ（60°C以上）。
–直射日光のあたる場所や暖房器具の近く。
–窓を閉めきった自動車内（特に夏期）。
–風呂場など湿気の多いところ。
–ほこりの多いところ。

万一故障した場合は、内部を開けずにお買い上げ店またはソニーサービス
窓口にご相談ください。

お手入れ
本体表面が汚れたときは、水気を含ませた柔らかい布で軽くふいたあと、
からぶきします。シンナ－やベンジン、アルコール類は表面の仕上げを傷
めますので使わないでください。

バックアップのおすすめ
万一の誤消去や、ICレコーダーの故障などによるデータの消滅や破損にそ
なえ、大切な録音内容は、必ず予備として、テープレコーダーなどに録
音、またはパソコンなどにバックアップを保存してください。
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故障かな？と思ったら
修理を依頼される前に、もう一度下記項目をチェックしてみてください。それ
でも解決しない場合、ご不明な点は、裏表紙に記載のパーソナルオーディオ･カ
スタマーサポートページをご覧いただくか、テクニカルインフォメーションセ
ンターまでお問い合わせください。
なお、保証書とアフターサービスについては、65ページをご参照願います。

こんなときは
症状

操作ボタンを押
しても動作しな
い。

スピーカーから
音が出ない。

イヤホンをつな
いでいるのに、
スピーカーから
音が出る。

録/再ランプが点
灯しない。

「FULL」が点滅
し、録音できな
い。

（次ページへ続く）

原因／処置

• 乾電池の3と#の向きが正しくない（8ページ）。
• 乾電池が消耗している（9ページ）。
• ホールドスイッチが入っている(ボタンを押すと「HOLD」表示
が3秒点滅）（49ページ）。

• イヤホン、ヘッドホンなどが差し込まれている。
• 音量が絞られている。
• 再生中にイヤホン、ヘッドホンを差し込むとき、最後まで差し込
まないとスピーカーからも音が聞こえてしまうことがあります。
tいったんイヤホン、ヘッドホンを抜いて、最後までしっ
かり差し込む。

• 一部のヘッドホン*をご使用の場合、ヘッドホンと本体スピ
ーカーの両方から再生音が出てしまうことがあります。
t付属または推奨のヘッドホンをご使用ください。

• メニューのLEDが「OFF」に設定されている（48ページ）。
t「ON」に切り換える。

• メモリーがいっぱいになっている。
t不要な用件を消去する（35ページ）か、付属（ICD-S3の
み）または別売りのパソコン接続キット（ICKIT-W7）を使
ってパソコンに保存する。

• 選んだフォルダに99件録音されている。
t別のフォルダを選ぶか、不要な用件を消去する。

* ソニー製品では下記のヘッドホンが該当します。（2002年8月現在）
ノイズキャンセリングヘッドホン  MDR-NC11、ステレオイヤーレシーバ
ー（ボリュームコントローラー付き）MDR-E848V/E837V、ステレオヘッ
ドホン（ボリュームコントローラー付き） MDR-AV480/AV305/AV280、
コードレス･ステレオ･ヘッドホン･システムMDR-IF630RK/IF330RK/
IF230RK/IF50K、モノラルイヤーレシーバー  MDR-E140C
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症状

用件を消去できな
い。

追加、または上書
き録音できない。

録音が途中で止ま
る。

雑音が入る。

録音レベルが小さ
い。

録音レベルが不安
定。（音楽などを
録音したとき）
音声が途切れて録
音される。（他の
機器をつないで録
音しているとき）
再生スピードが速
すぎたり遅すぎた
りする。

原因／処置

• その用件（またはその用件の入っているフォルダ）が、パソ
コン上で「読み取り専用」に設定されている。
tICレコーダー内のデータをWindowsのエクスプローラ
で表示させ、ファイルまたはフォルダのプロパティの「読
み取り専用」のチェックをはずす。

• メモリー残量が不足している場合は追加、または上書き録音
できません。なお、上書き録音の場合、上書きされる部分は
新たに録音される部分の録音が終わってから消去されるた
め、録音できるのは現在の残り録音可能時間分のみです。

• ICD-MS1/MS2で録音したmsv（ADPCM形式）ファイ
ルの用件は上書き録音できません。

• デジタルVOR（52ページ）が作動している。VORを使
用しないときは、「OFF」にする。

• 録音したとき、本機をこすってしまい、雑音が録音された。
• 録音中や再生中に本機を電灯線、蛍光灯、携帯電話などに
近づけすぎると、ノイズが入ることがあります。

• 外部マイク（別売り）で録音したとき、マイクのプラグ
が汚れていた。
tプラグをきれいにクリーニングする。

• イヤホン／ヘッドホンで聞いているとき、イヤホン／ヘ
ッドホンのプラグが汚れている。
tプラグをきれいにクリーニングする。

• マイク感度（SENSE）が「L」（口述録音モード）になって
いる。
t「H」（会議録音モード）に切り換える（52ページ）。

• 本機は会議などの録音の際、自動的に録音レベルを調整
するよう設計されているため、音楽などの録音には適し
ていません。

• 本機への入力に、抵抗なし接続コードを使用すると、音
声が途切れて録音されることがあります。
t抵抗入りの接続コードを使う（18ページ）。

• DPCスイッチが「入」になっているため、メニューの
「DPC」で調整した再生スピードで再生されている（29
ページ）。
tDPCスイッチを「切」にすると、通常の速度で再生さ
れます。または、「DPC」で再生スピードを調整してく
ださい。

故障かな？と思ったら（つづき）
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原因／処置

• 時計を合わせていない（10ページ）。

• 時計を合わせていない時に録音した用件には、録
音した日付は表示されません。

• 再生、または録音中は、表示されないメニューが
あります（52、53ページ）。

• ブックマークが設定されている。
tまずブックマークを消去してから、インデック
スを消してください。

• 付属（ICD-S3のみ）または別売りのパソコン接続キ
ット（ICKIT-W7）を使って、パソコンで重要マー
クを付け、重要マーク順にソートした場合は、本機
に戻したときも重要マーク順に並びます。ソートし
ていない場合は、重要マークに関係なく、パソコン
上での並び換えた用件の順番になります。

• ICレコーダーではシステム上必要な領域を差し引い
て表示しているため、Digital Voice Editorでの残
量表示と異なる場合があります。

• 9ページの乾電池の持続時間は、音量ボタンが中間
レベル付近で内蔵スピーカーで再生した場合の目
安です（ソニーアルカリ乾電池LR03(SG)使用
時）。使用条件によって短くなる場合があります。

• 用件数が多いと、長時間表示されることがありま
すが、故障ではありません。表示が消えるまでお
待ちください。

• 乾電池を取り出して、もう一度入れ直す。
• 付属（ICD-S3のみ）または別売りのパソコン接続キ
ット（ICKIT-W7）の取扱説明書をご覧ください。

• 別売りのパソコン接続キットICKIT-W1、ICKIT-
W2、ICKIT-W5は本機とは接続できません。

（次ページへ続く）

症状

時計表示が「--:--」に
なる。

REC DATE表示が
「--Y--M --D」または
「--:--」になる。
メニュー表示の項目が
足りない。

インデックスが
消せない。

用件が重要マークの
順に並んでいない。

ICレコーダーに表示され
る残り時間（27ページ）
が、パソコン上での残量
表示より短い。

電池の持続時間が短い。

「ACCESS」表示が
消えない。

正常に動作しない。

パソコンと接続でき
ない。

修理に出すと、録音した内容が消えることがあります。ご了承ください。

エラー表示一覧

エラー表示 原因

BACK DATE 現在日時よりも前の日時でアラームを設定しています。
年月日などもう一度確認して、設定し直してください。
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故障かな？と思ったら（つづく）

エラー表示 原因

CANNOTとMOVE • ICD-MS1/MS2などで録音されたmsv（ADPCM）
が交互に点滅 ファイルの用件は、本機では一部の機能（追加／上書

き録音、インデックス追加／削除、ブックマーク設
定）がお使いになれません。

• 何らかの原因で、フォルダ間で用件の移動ができま
せん。

ERR ACCESS メモリーの読み取りに失敗しました。電池を抜き差し
してみてください。再度この表示が出た場合は、メモ
リーの初期化が必要です（50ページ）。必要な場合は、
パソコンなどで内容を確認し、データのバックアップ
を取ってください。

ERR DATA 本機で対応していないファイル形式か、データが破損
しています。

ERR FORMAT 本機以外で初期化されているか、初期化に失敗しました。
もう一度初期化を実行してみてください（50ページ）。

FULL メモリー残量が足りないため、録音できません。いく
つか用件を削除してからやり直してください。

ID FULL フォルダ内の用件の合計数が99件を超えているか、メ
モリー残量が足りないため、インデックスが追加でき
ません。いくつか用件を削除してからやり直してくだ
さい（35ページ）。

LOW BATT 電池が消耗しています。新しい電池に取り換えてくだ
さい（9ページ）。

NO DATA 選んだ用件フォルダには1件も用件が録音されていませ
ん。用件が録音されていないと、アラーム設定などの
操作はできません。

NO ERASE 異なったモード間のインデックス削除はできません。

PRE SET すでに別の用件で同じ日時にアラーム再生が設定され
ています。設定を変更してください。

READ ONLY パソコン上でファイルまたはフォルダが「読み取り専
用」に設定されているため、編集や消去ができません。
「読み取り専用」を解除するには、ICレコーダー内のデ
ータをWindowsのエクスプローラで表示し、プロパテ
ィの「読み取り専用」のチェックをはずしてください。

SET DATE 時計合わせをしていないと、アラームは設定できませ
ん。
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システム上の制約

ICレコーダーの録音方式では、いくつかのシステム上の制約があり、
次のような症状が出る場合があります。これらは故障ではありません
ので、あらかじめご了承ください。

症状

最大録音時間まで
録音できない。

インデックスの追
加ができない。

インデックスの削
除ができない。

原因

• SPモードとLPモードを混ぜて録音すると、最大録音時間
はSPモードとLPモードの最大録音時間の間になります。

• 最小録音単位（SPモードでは約8秒間、LPモードでは約
22秒間）があるため、用件の数が多いと、端数が出るこ
とにより実際の録音可能時間が最大録音時間より短くなる
ことがあります。

• 最小録音単位より長い用件の場合でも、端数が出た場合
は、同様に実際の録音時間よりも多く残り時間が減ること
があります。

• 上記の理由により、実際に録音した時間（カウンター表
示）の合計と、「残り時間」を合計した時間が、最大録音
時間より少なくなる場合があります。

• 1つのフォルダ内で、99件を超えると、インデックスは追
加できません。

• インデックスを頻繁に追加または削除すると、インデック
スの追加ができなくなることがあります。

• 異なる録音モード（SP/LP）間のインデックスの削除はで
きません。

• インデックスを頻繁に追加または削除すると、インデック
スの削除ができなくなることがあります。

以下のようなエラー表示が出たときは、テクニカルインフォメーショ
ンセンター（裏表紙）までご連絡ください。

エラー表示 原因

ERR 01 メモリーへのアクセスまたは初期化ができません。

ERR 02 メモリーへの書き込み（録音、消去など）ができません。

ERR 03 メモリーの読み取りができません。

ERR 04 設定の読み込み、書き込みができません。

ERR 05 上記以外のエラーが発生しました。
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主な仕様
録音方式
内蔵フラッシュメモリー使用モノラ
ル録音

ICD-S1/S3: 容量128MB
ICD-S7: 容量64MB

最大録音時間
ICD-S1/S3:

SP:17時間47分/LP:47時間26分*
ICD-S7:

SP:8時間52分/LP:23時間38分*
スピーカー
直径 15mm

入・出力端子
イヤホン／マイク（ミニジャック/モ
ノラル）
イヤホン出力
負荷インピーダンス 、16～100Ω

マイク入力
プラグインパワー対応

　 最小入力レベル 0.6mV
USB端子

再生スピード調節（DPC）
＋100％～–50％

実用最大出力
80 mW

電源
DC 3V　単4形アルカリ乾電池2本
使用

最大外形寸法
約28.0×116.0×13.8mm（幅／高さ
／奥行き）最大突起部含まず

質量
65g（アルカリ乾電池LR03 2本含む）

付属品
ICD-S1/S3/S7共通:
ソニーアルカリ乾電池LR03
（2）／イヤホン（1）／取扱説明
書（本体用 1）／保証書（1）／ソ
ニーご相談窓口のご案内（1）／
ICD知っ得Q&A（1）

ICD-S1/S7のみ
ハンドストラップ（1）

ICD-S3のみ
ACパワーアダプター（1）／エレク
トレットコンデンサーマイクロホ
ン（1）／アプリケーションソフト
（CD-ROM）（1）／USBケーブル
（1）／取扱説明書（アプリケーシ
ョンソフト用 1）／キャリングケ
ース（1）／ウインドスクリーン
（1）

別売りアクセサリー
ICD-S1/S3/S7共通
モノラルイヤーレシーバー
MDR-EX17MM（国内のみ）／
インナーイヤーレシーバー
MDR-EX70SL（国内のみ）／
アクティブスピーカー SRS-T77
（日本、北米のみ）／エレクトレ
ットコンデンサーマイクロホン
ECM-Z60（ズームマイク）、
ECM-T15/T115（タイピン型）
／接続コードRK-G64

ICD-S1/S7用
エレクトレットコンデンサーマ
イクロホンECM-DM5P（ダイ
レクトインマイク）／ACパワー
アダプターAC-E30L／
パソコン接続キットICKIT-W7
（必要なシステム環境については、
54ページをご覧ください。）

＊ 連続録音の場合は、途中電池交換が必
要になります。詳しくは乾電池の持続
時間（9ページ）をご確認ください。

本機の仕様および外観は、改良のため予
告なく変更することがありますが、ご了
承ください。
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各部のなまえ
本体（表面） 　

1 内蔵マイク（13ページ）
2 録／再ランプ（13、20、48
ページ）

3 DPC 入／切スイッチ（29ペ
ージ）

4 インデックス／ （ブックマ
ーク）ボタン（31、38ペー
ジ）

5 表示窓（23ページ）
6 A-B （リピート）／重要ボ
タン（32、42ページ）

7 消去ボタン（35、37、40ペ
ージ）

8 イヤホン/マイクジャック
（17、20ページ）

9 z録音／録音一時停止ボタン
（13ページ）

0 x停止ボタン（14ページ）
qa シーソーキー
フォルダ/メニュー/.(早戻
し)/>(早送り）/x•B（再生
／停止、決定）

qs 音量+/－ボタン（20ページ）
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裏面

各部のなまえ（つづく）

*ご注意
•厚手のポケットなどに差すと壊れる
ことがあるので、ご注意ください。

•本機をクリップでポケットに差し込
んだまま、かがんだり走ったりする
ときは、クリップがはずれて落下し
ないよう、ご注意ください。

qd ホールドスイッチ  （28、49
ページ）

qf スピーカー

qg 電池ぶた（8ページ）
qh クリップ*
qj USB端子（54ページ）
qk DC IN 3Vジャック（55ペー
ジ）

ql ストラップ取り付け部
ICD-S1/S7のみ、ハンドスト
ラップを付属しています。
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保証書とアフターサービス
保証書
•この製品には保証書が添付されていますので、お買い上げの際お買い上げ店
でお受け取りください。

•所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保存してくださ
い。

•保証期間はお買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。

それでも具合の悪いときはサービスへ
テクニカルインフォメーションセンター、お買い上げ店、または添付の「ソ
ニーご相談窓口のご案内」にあるお近くのソニーサービス窓口にご相談くださ
い。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証書をご覧
ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただき
ます。

部品の保有期間について
当社ではICレコーダーの補修用性能部品(製品の機能を維持するために必要な部
品)を、製造打ち切り後6年間保有しています。この部品保有期間を修理可能な
期間とさせていただきます。保有期間が経過した後も、故障箇所によっては修
理可能の場合がありますので、お買い上げ店またはサービス窓口にご相談くだ
さい。
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索引

記号、アルファベット順
1件リピート再生 ...................... 22
A-Bリピート ............................ 32
ACパワーアダプター .............. 55
DPC（デジタル･ピッチ･コントロ
ール）........................................ 29
LPモード ................................. 53
SPモード ................................. 53
VOR（自動音声録音
スタート）......................... 15, 52

五十音順

ア行
アラーム再生 ........................... 44
イージーサーチ ................ 21, 53
移動 .......................................... 41
インデックス（削除）................ 40
インデックス（追加）................ 38
上書き録音 ............................... 34
エラー表示 ............................... 59
遅聞き ...................................... 29
音量調節 ................................... 20

カ行
外部マイク ............................... 17
家庭用電源 ............................... 55
乾電池 ........................................ 8
キュー ...................................... 22
高速早送り･早戻し .................. 22
誤操作防止 ............................... 49
コンセントにつなぐ ................. 55

サ行
再生 .......................................... 19
再生スピード調整（DPC）....... 29
システム上の制約 .................... 61
重要マーク ............................... 42
仕様 .......................................... 62
消去（インデックス）................ 40
消去（用件）.............................. 35
初期化 ...................................... 50
ソフトウェア ........................... 54

タ行
追加（インデックス）................ 38
追加録音 ................................... 33
デジタルVOR .................. 15, 52
電池 ............................................ 8
電池残量表示 ............................. 9
時計合わせ ............................... 10

ナ行
内蔵マイク ............................... 13
残り時間表示 ........................... 27
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ハ行
パソコンと使う ........................ 54
早送り･早戻し .......................... 22
速聞き ...................................... 29
ビープ音（確認音）................... 53
表示窓 ...................................... 23
表示モード ............................... 26
表示を消す ............................... 28
フォルダ .................... 13, 19, 37
フォルダを選ぶ ........................ 13
ブックマーク ........................... 31
プラグインパワー .................... 17
ホールド機能 ................... 28, 49
他の機器を使って録音する ...... 17

マ行
マイク感度 ............................... 52
マイク（外部）.......................... 17
マイク（内蔵）.......................... 13
メニュー ............ 10, 26, 30, 52
メモリー残量表示 .................... 16
モニターする ........................... 15

ヤ行
用件の移動 ............................... 41
用件の再生 ............................... 19
用件の消去 ............................... 35
用件の録音 ............................... 12
用件番号 .... 13, 19, 33, 35, 40

ラ行
ランプを消す ........................... 48
レビュー ........................... 14, 22
連続再生 ........................... 21, 53
録音 .......................................... 12
録音可能時間 ........................... 12
録音年月日、日時表示 ............. 27
録音モード ............................... 53
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Printed in Japan

お問い合わせ窓口のご案内
パーソナルオーディオ・カスタマーサポート

ICレコーダーに関する最新サポート情報
や、よくあるお問い合わせとその回答をご
案内するホームページです。

    http://www.sony.co.jp/support-pa/

テクニカルインフォメーションセンター

お使いになってご不明な点、技術的なご質
問、故障と思われるときのご相談は下記ま
でお問い合わせください。
電話：048-794-5194
受付時間：月～金　午前9時から午後6時ま
で（祝日、年末年始、弊社休日を除く）

ご相談になるときは次のことをお知らせくだ
さい。
• 型名：ICD-S1/S3/S7
• ご相談内容：できるだけ詳しく
• お買い上げ年月日
•  ご使用のパソコンの環境
　ー  ご使用のパソコンの機種名
　ー  メモリー容量
ー  ハードディスクなどの容量

ソニー株式会社　

〒141-0001 東京都品川区北品川6-7-35

この説明書は100%古紙再生紙とVOC（揮発性有機
化合物）ゼロ植物油型インキを使用しています。
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